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静問地学第 85号 (2002)

相良油田見学会報告

酒井 @小津見也子*..延原 * 

2002年 3月3日(日)に静岡大学理学部の和田秀樹教授および静岡県地学会の長島昭氏の案内で相

良油田掘削作業現場とその周辺の見学会が榛原郡棺良町菅谷新田から海老江にかけて行われた。相良

油田は日本の太平洋岸では唯一の油田でありその石油生成については未だに多くの謎が残されてい

るO 油田は現在操業されていないが、大知ヶ岳にロータリー式で掘った、深さ 250mの井戸が一本、

岡県文化財の指定を受けて残されている O 最近、相良油田の石油生成には、地下にあるバクテリアの

作用が大きく関わっている可能性が京都大学工学部の今中忠行教授によって指摘された。そのような

地下生物園と石油地質との関係を解明するため、静岡大学理学部と JAMSTECによってボーリング

作業が進行中なので、今西の見学会が行われた。

参加者は相良町にある油田の盟公題駐車場に午前 10時に現地集合した。相良町役場を通じて一般広

報も行われたため静陪県地学会および一般市民

て70名以上が参加、盛況を呈した。

和田教授による見学会の趣旨の説明を開き

STOP1へと徒歩で移動した。

sγOP 1 油田!日跡(石油坑と手堀井戸小屋)

油田の盟公園の北東側の高台には、県文化財

に指定されている最後の石油坑と

が残されている(写真 1) 0 最後の石油坑は昭和

25年に開抗された機械堀井戸である O

は屋根の上にある明かり取りの窓から光を

取り入れ、鏡によって坑内を明るくするという

様式を採用していた。小屋の中には手掘井戸の

跡と地下で作業する人に新鮮な空気を送るため

のふいごが残されていた。ふいごは見学者が実

際に板を踏んで動かすことができる o 5~ 6人

で交互に板を踏むのだが、この作業を延々と続

けることを思うと、その労力の大変さを実感で

きた。

* 

写真 1.県文化財に指定されている最後の石油坑.
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STOP 2 菅谷新自のボーリング地点、

STOP 1から北東に茶畑沿いの狭い道を徒歩

で数分移動する o JlIの対岸に水色のビニール

シートがかかったボーリングのやぐらが見えた

2 )。このボーリング地点は富田松蔵氏所

有のイチジク焔の中にある O 作業中のやぐらの

すぐそばには氏所存の石油井戸の跡があり、

さ2m弱の鉄管に顔を近づけるとかすかに

油臭がした。ボーリング作業を見学しつつ和田

教授による解説を聞いた。やぐらは高さ 10m

で、コア長 3mごとにボーリング試料があげら

れてくる O コア試料は長さ 5mごとに木箱にお

さめられている(写真 3)0試料については、

相などの地質学的な記載やガス組成の分析を静

両大学理学部生物地球環境科学科の和国教授の

グループが行い、堆積物@原油中の菌類の抽出@

培養を京都大学の今中忠行教授のグループが、

r-RNA菌相マッピングなどを JAMSTECの

DEEPSTARのグループが行っている O ま1'-" 

堆積物中の有機物については、バイオマーカー

や同位体の分析が北大の地球環境研究所のグ

ループによって行われる予定である O なおボ

リング作業はJlI崎地質株式会社によって行われ

ている O コアは表層部を除いて相良層群の砂岩

泥岩の互層からなり、深度 200mまで掘削の予

定である O掘削深度 56m、90.7 m~90.9 m、107

m付近のコアから油兆が認められているとの

ことであった。深度 126~127 mのコア試料を

見せていただいたが、青灰色の砂岩に顔を近づ

けてみると強い石油臭がした。

相良層群からとれる石油は、中近東で産出さ
3.石油臭のするボーリング資料.

れる具つ ドロドロとした原油とは異なり、競拍色をした軽質油であり、そのまま燃料として使用

できるほど良質なもので、かつて零戦やホンダの初の原付の燃料として使用されたそうである O 今回

のボーリング現場で採取された原油は巡検参加者に小瓶で配られた。このようにきれいな飴色の液体

をバクテリアが作ったという説を聞くと、酒造と酵母の関係を思い起こしてしまう O
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85号 (2002)

STOP 3 

STOP2より

した。

北に 10分ほど移

に男神@女神の再石灰岩体

が見えた 4 )。この両お灰岩体は中新-統一

る

ヶ谷南西の台地上の

5 )。入り口

の看板は草木に覆われわかりづらくなってい

るO 中央の大きい石碑が相良油田を開発し

に協力した山間

彫られているが、

るO 長島昭氏より相良油田の

に解説された。相良油田の開発には、明治初

期の激動の時代背景があることを知つ ιo

三枚碑を見学後、朝の集合場所である油田の

ま

に相良町役場横

だし現場に向かうことになっ

O 

STOP 4 海老江の石油浸みだしの現場

午後は主に静岡県地学会の会員が主体とな

り、約 30名での巡検となった。相良町役場から

車 5~6 台に分乗し、海老江に向かった。午前

中の見学地点、は女神背斜軸の北西翼にあたるが

海老江は南東翼にあたる O 台地上の茶畑をしば

らく歩いた後、右油採掘のための小屋跡を目印

に、そこから谷におり、湿地を数分歩いたとこ

ろに石油が浸みだしている坑がニつある

6 )。この坑から、京都大の今中教授のグループ

によって石油を生成@分解する細菌 rHD-1Jが

発見されている O 坑は直径約 30cmほどで素焼

きの笥の中で、緑がかった褐色の石油が浸みだ

していた。落ち葉が上を覆っていたが、棒で坑

-23-

5.油田開発に功績のあった石坂馬造らをたた
えた三枚碑.

写真 6.海老江の石油浸み出しの現場.



内をかき回すとぷくぷくとした気泡とともに石油が浸みだしているのがわかる O また、花粉症で鼻が

つまっているのにもかかわらず、近くには強い石油臭が漂っていることがはっきりとわかった。午前

中の見学では昔の人はどうやって地下の石油の存在を知ったのかと疑問に思っていたが、この場所を

見学して、なるほどと思った。それと同時に山中の火気など油田地域の山林の管理は気をつけなくて

はならないことが多かったのではないだ、ろうかと感じた。この浸みだし口の石油を瓶で採集し横から

見ると飴色の液体だが、上から見ると緑色に見えた(ボーリング現場で配られた石油はどちらから見

てもきれいな琉泊色をしていた)。このような色の変化が何に起因しているのかについてはまだよくわ

かっていないそうである O 最後は小屋前で記念撮影した後、解散し帰路についた。

報告者の酒井と小津は静両県地学会の巡検に初めて参加したが、静岡県内に油田があるという特異

性を改めて認識させられた。「相良の良質な石油が、地下の嫌気的条件下において二酸化炭素を単一炭

素源として育成する rHD…lJという縮菌によって生成されたのではないかjという指摘は、地下生物

閣の実体や物質循環、エネルギー問題への応用など広く地球科学全体の問題に関わる重要な鍵である

ことを感じた。

最後に現地を案内していただいた静岡大学の和田秀樹教授と静岡県地学会の長島昭氏に深く感謝し

ます。
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